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連結子会社における「Digital Gemstone Fund １」の組成に関するお知らせ 

 

当社の連結子会社である株式会社 Brilliantcrypto は、今後、同社が配信するブロックチェーンゲーム

「Brilliantcrypto」で創出されるデジタル世界の宝石の Web3での様々な活用を視野に、当該宝石への投資事

業を行う「Digital Gemstone Fund１」（以下、「デジタル宝石ファンド」という。）を組成し、当社及び株式会

社 PrivateBANKが組合員として参画することが決定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 

１． デジタル宝石ファンド組成の理由 

当社グループは「“Entertainment in Real Life”エンターテインメントで日常をより楽しく、より素

晴らしく」を Mission に掲げ、最新のテクノロジーと独創的なアイデアで新しい体験の提供を行ってお

ります。近年、世界的にブロックチェーン技術や XR/メタバースなどの分野が注目を集めており、今後の

成長が期待されています。 

当社グループはブロックチェーン技術又は暗号資産、NFT を活用した GameFi などのサービスの開発及

び配信を行う子会社「株式会社 Brilliantcrypto」を設立するなど、急速に変化する市場や環境に迅速に

対応し、企業価値向上を図っております。同社はゲームプレイを通じてデジタル世界の宝石を創出し、

多様なメタバースに宝石を持ち込むことを可能とすることでメタバースに新たな経済圏を生み出すプロ

ジェクトを推進しております。 

同社が配信するブロックチェーンゲーム「Brilliantcrypto」はユーザーが採掘者となり、鉱山から

NFTとなる宝石の獲得を目指すゲームです。開発者であっても NFTとなる宝石を任意に生成できないため、

当社グループ自身も今後の事業展開に活用するための NFT となる宝石を採掘または購入をする必要があ

ります。このような状況のなか、当社グループは「Brilliantcrypto」に係る NFT となる宝石への投資を

目的として、デジタル宝石ファンドの組成を決定いたしました。 

 

２． デジタル宝石ファンドの概要 

（１） 名 称 Digital Gemstone Fund１ 

（２） 所 在 地 東京都港区赤坂９-７-２  

（３） 設 立 根 拠 等 商法に基づく匿名組合 

（４） 組 成 目 的 
株式会社 Brilliantcryptoが配信するブロックチェーンゲーム

「Brilliantcrypto」に係る NFTとなる宝石への投資 

（５） 組 成 日 2024年６月（予定） 

（６） 出 資 の 総 額 上限１百万米ドル（予定） 

（７） 出資者・出資比率 

株式会社 Brilliantcrypto 80.0% 

株式会社コロプラ（当社） 10.0%  

株式会社 PrivateBANK 10.0%  



 

 

（８） 営 業 者 の 概 要 

名 称 株式会社 Brilliantcrypto 

所 在 地 東京都港区赤坂９-７-２ 

代 表 者 の 

役 職 ・ 氏 名 
代表取締役社長 馬場 功淳 

事 業 内 容 
ブロックチェーン技術又は暗号資産、NFTを活用した

GameFiなどのサービスの開発及び配信等 

資 本 金 450百万円 

（９） 
上場会社と当該 

組合との間の関係 

資 本 関 係 当社が 10.0%を出資する予定です。 

人 的 関 係 
当社の 100％子会社である株式会社 Brilliantcrypto

が当該組合の営業者となる予定です。 

取 引 関 係 

当社と当該組合の取引関係はありません。 

当社の 100％子会社である株式会社 Brilliantcrypto

が当該組合の営業者となる予定です。 

 

３． 日程 

契約締結日 2024年６月（予定） 

出資金額の払込日 
未定 

※キャピタルコール方式に沿って順次出資予定 

 

４． 今後の見通し 

本件による当社グループの業績への影響は軽微であると見込んでおります。今後、業績に重要な影響

が見込まれる場合は、速やかに開示いたします。 

 

なお、本件は東京証券取引所の適時開示基準に該当しないため、任意で開示するものです。 

 

 

 

以 上 


